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平成２９年度 

第２回災害対策等緊急事業推進費※ 

の配分について 
 

 

 

国土交通省では、平成２９年７月九州北部豪雨を含む梅雨前線に伴う

豪雨や、崖崩れなどにより被災した地域で、再度災害防止のために実施

する河道掘削等による洪水対策や、道路等の法面保護による崖崩れ対策

など（１５件）に緊急的に予算を配分します。 

この内、北陸地方整備局関連では、平成２９年７月の豪雨を踏まえた

崖崩れ対策として、道路事業（１件）５５百万円（国費）が配分されま

す。 

 
 

※ 災害対策等緊急事業推進費は、年度途中に発生した自然災害による被災地域や重大な交通事

故が発生した地域において、当初予算では対応しきれない対策に年度内に緊急に予算支援す

る制度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省本省の記者発表は、下記のＵＲＬでご覧になれます。 

 

＜国土交通省ＨＰ＞ 

〔URL〕http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudokeikaku_tk4_000002.html 

 
 

 

［金額単位：百万円］
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 崖崩れ対策

種　別 事業
主体名

施行地
事業実施額

事業名



平成29年７月24日の崖崩れにより主要地方道佐渡一周線で２日間の全面

通行止めが発生し、その後、片側交互通行規制を行っている。

災害復旧事業による原形復旧に合わせて、災害推進費を活用して緊急的

に落石防護壁工の落石対策を行うことで、再度災害防止を図り、通行者等

の安全・安心を確保する。

新潟県

新潟県佐渡市豊岡地内

１１０

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）５５

災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（主要地方道佐渡一周線）
サドイッシュウ

サド トヨオカ

【位置図】

小木港

柿野浦集落

佐渡病院

施行箇所

佐渡一周線

佐渡縦貫線

両津真野赤泊線
多田皆川金井線

佐渡市役所
一般国道350号

右回りルート
・両津港まで L=28km（約56分）
・市役所まで L=40km（約80分）

左回りルート
・両津港まで L=72km（約144分）
・市役所まで L=60km（約120分）

通行止め箇所

災害により島内を縦断する県道が通行止めとなった場合、当該箇所が被災すると、佐渡
市役所、佐渡病院、両津港までは一般国道350号及び佐渡一周線での迂回を余儀なくさ
れる。

東鵜島集落

岩首集落

柿野浦観測局

両津港

松ヶ崎の被災

前浜小中学校

文

写真①：被災状況H29.7.25撮影

至 小木港

至 両津港

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

黒 施行完了箇所

写真②：斜面上部の岩塊H29.8.9撮影

崖崩れ発生箇所

崩壊状況【全景】
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【平面図】【断面図】
（Ａ－Ａ断面）：全体

【断面図】
（Ｂ－Ｂ断面）：下部

別紙－１




